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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 漏斗胸は，その前胸部陥凹のために特に成人におい

て労作時呼吸困難，胸痛，頻脈等の症状を呈するもの

と考えられている．このような影響をより具体的に解

明していくことを目的として，心カテーテル検査およ

び心血管造影を施行し，心機能と形態的な変化につき

検討を加えた．

 対象および方法

 1980年4月から1985年12月までの間に漏斗胸手術目

的で入院した症例のなかから，明らかなMarfan症候

群を除外した後，心大血管系への影響を強く疑われた

ものに対して，心カテーテル検査および心血管造影を

施行した．このなかから臨床症状の確立したと考えら

れる15歳以上の33症例を対象として選出し，次の研究

を行なった．

 局所麻酔下，セルジンガー法により大腿動静脈から

カテーテルを挿入し，圧測定，心拍出量：測定，左室造

影大動脈造影，冠状動脈造影を行なった．これらの

結果より各種係数を求め，コントロール群と比較する

とともに形態的変化について胸部CT，モアレトポグ

ラフィーと合わせて検討した．

 結果

 心大血管内圧：上大静脈圧6．3±2．2mmHg，下大静

脈圧6．5±2．4mmHg，右房圧5．9±2．2mmHg，右室拡

張末期圧7．0±2．4mmHg，肺動脈懊入圧9．6±3．1

mmHg，左室拡張末期圧10．9±3．OmmHg．

 心係数：4．02±⑪．79〃min／m2，1回拍出係数：

56，7±8．Om1／beat／m2，左室駆出率：62．4±6．4％．

 左室および大動脈造影より，僧帽弁逸脱が22例に，

大動脈弁輪の拡大が3例に認められた．

 冠状動脈造影より，陥凹した前胸壁による右冠状動

脈の圧排所見が18例に見られた．そして，モアレトポ

グラフィーと胸部CTより検討した結果，この所見は

陥凹が左側へ偏位しているものほど認められやすい傾

向にあった．

 考察

 漏斗胸において心大血管内圧，心係数，1回演出係

数には，コントロール群に比べて軽度の上昇傾向を認

め，左室駆出率は減少傾向にあった．しかし，何れの

値も正常範囲を逸脱するものは少なく，胸郭変形に対

する生体の順応が考えられた．

 僧帽弁の逸脱や大動脈弁輪の拡大が高率に認められ

たことは，他に異常がないと診断された漏斗胸の中に

不顕性のMarfan症候群が存在することを示唆するも

のであった．

 右冠状動脈造影所見より，前胸部陥凹が左側へ偏る

ほど心臓への影響は，強くなるものと考えられた．

 結論

 1．漏斗胸の血行動態は，ほぼ正常範囲を示し，生体

の順応が考えられた．

 2．僧帽弁逸脱や大動脈弁輪拡大の所見は，漏斗胸に

含まれる不顕性Marfan症候群の存在を示唆した，

 3．前胸壁陥凹による心臓への直接的影響は，陥凹の

偏在性により異なることが示唆された．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は胸郭変形の内，最も多く見られる漏斗胸について未だ報告の見られていない循環系への影

響をモアレ法，心血管造影法，CT所見を，変形程度との関連について，詳細な検討を行なったもので

あり学術上価値ある研究である．
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